
 
 
 

上田市空き家対策総合実施計画について 
 
 

１．計画の実施地区の区域 
(1)実施地区の区域 
所在地：上田市全域         面積：５５，２０４ｈａ 
 

２．基本的方針 
(1)実施地区の概要 
 平成 30 年住宅・土地統計調査によると、住宅総数 76,280 戸のうち、空き家は

13,060 戸で空き家率 17.1％となっている。また、そのうち一戸建ての空き家は

6,630 戸となっている。 
 
(2)実施地区の課題 
 上田市では、少子高齢化等に伴う人口減少や建築物の老朽化等による影響で、

今後、ますます空家が増加することが懸念される。 
 平成 28 年空家等実態調査の結果によると、活用可能な空家数は多い状況ではあ

るが、空家の状態が長期化した場合、老朽化等により活用や流通が難しくなるこ

とが懸念される。 
 よって、早期に空き家を解消するために、空家の活用や除却促進を図る取組を

進める必要がある。 
 
(3)実施地区の整備の方針 
 空き家の解消や発生を抑制するため、空き家の相談会を実施する。 
 空家等の実態把握を行うとともに、管理不全な空き家等に対しては、適正管理

の助言等を行い、老朽化の進行した危険な空き家等については、老朽危険空家解

体補助金の活用により、除却を進める。 
 空き家バンク制度や空き家セカンドユース事業により、空き家等の市場流通の

促進を図り、移住・定住の促進や地域の活性化を図る。 
 
(4)空き家対策総合実施計画の目標 
 令和 5 年度から令和 7 年度まで（3 年間） 
 空き家の除却数 60 棟   
 空家等の利活用数 30 棟 
 
(5)連携した協議会等の概要 
 名称：上田市空家等対策協議会 

     代表者：会長 
     主な構成員：市長、学識経験者（大学教授）、法務有識者（弁護士、司法書士）、 
     建築有識者（建築士、解体）、不動産有識者（宅建取引士、土地家屋調査士）、 
     行政職員（県建設事務所）、地域住民代表 
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３．空き家の活用と除却に関する事項 
 
事業

手法 
施行者 事業対象 

活用用途又は跡地の

活用 
棟数 

事業実施予定時

期 

活用 
移住者等 空家住宅等 移住者向け住宅 30 R5.4－R8.3 

     
     

除却 
所有者等 不良住宅 定めなし 54 R5.4－R8.3 
上田市 特定空家等 定めなし 6 R5.4－R8.3 

     
実態

把握 
上田市 

空家住宅等 
不良住宅 

－ － R7.4－R8.3 

 
４．他の空き家対策に関する事項  

(1)他の空き家対策に関する事項※ 
 特になし 
 
 (2)空き家対策総合支援事業の補助対象以外の空き家対策に関する取組 

事業概要 施行者 事業実施予定時期

上田市空き家バンク 上田市 R5.4－R8.3 

空き家・住宅に関する相談会 上田市 R5.4－R8.3 

空き家セカンドユース事業 上田市 Ｒ5.4－Ｒ8.3 

 
５．その他必要な事項※ 
  上田市総合計画においても、空家対策について基本施策に明記し、取組を進めて 
 いる。 

 
 


